幕末の 話で ある。 

ある あきんど よふけ あかさ か き くに 

某 商人が 深更に 赤 坂の 紀の国 坂 を 通りかかった。 左 

きしゅう てい ついじ ほリ ひこね 

は紀州 邸の 築地 塀、 右 は 濠。 そして、 濠の 向う は彦根 

しんしん こわ 

藩邸の 森々 たる 木立で、 深更と 言 い 自分の 影法師が 怖 

くなる くらいな 物淋し さであった。 ふと 濠 傍の 柳の 木 

の 下に うずくま つ ている 人影に 気づ いた。 

しょうぜん たもと 

どうやら 若い 女の ようで、 悄然と 抉に 顔 をう ずめ 

て 泣いて いるので あった。 商人 はてつ きり 身投げ 女 だ 

と 思った。 驚かさない ようにして 女の 傍へ 寄って &っ 

た。 

「どうかした のかい、 姉さん。 狭い 量 見 を 起しち やい 



もない のつ ぺら坊 であった。 

「わ」 

よつ や 

商人 は 一 声 叫ぶな リ坂を 四 谷の 方へ 逃げ あがった。 

あがった ところに 夜鷹 薔 麦の 灯が あった。 商人 は i 

い き 

のよう な 呼吸と 同時に その 屋台へ 飛び こんだ。 

「大変 だ、 大変 だ」 

「どうな すった かね」 

おやじ 

もやもやと 立つ 湯気の 向う にいる 親爺 はつ まらな さ 

そうに 言つ た。 

「どうもこう も あり やしね え、 そこで 大変な 代物に 

衝っ 突かつ たんだい」 
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